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　　　　　夢をかたちに
2 0 0 8～20 0 9年度
国際ロータリー会長
李　東建（Ｄ.Ｋ.Ｌｅｅ)

欠席者　北澤君、鈴木（貞）君、鈴木（雅）君、鈴木（正）君、
　　　　野口君、室伏君、柳田君

出席報告

司 会 佐々木雅浩君

会長挨拶 　副会長　岩崎守幸君

出席総数

前々回 40/51 78.43% 47/51 92.16%
41/48 85.42% 55名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

広重版画より　三島　朝霧

第1797回例会 2009.6.18曇

皆様こんにちは。
本日はクラブ協議会がこれから行われます。当クラブも
本年よりＣＬＰ（クラブ・リーダーシップ・プラン）を導
入され、初年度で、日ごろの活動の成果を各委員会で発
表をしていただく大変意義のあることだと思います。
私は毎年元旦の日は、新聞を各紙購入し、１年の社会予
測をさせていただきます。
今年は第１位に社会的何事も大変な状態であるという
ことで、危機という言葉が多く、次にオバマ大統領のチ
ェンジという言葉で変革、第３位に人でありました。し
かし、半年経過した今日は、人にいかに投資をするかと
いうことで第１位に人、第２位に変革、第３位が危機管
理となりました。
当クラブでは、亥角会長の先見の眼で、2008年７月より
の年度活動方針としまして第１に人・・・見晴学園奉仕事
業及び中学生交換研修事業、第２に富士山緑化事業、第
３に献血活動を地域活動へ、及びホームページの開設を
され、１年間先達された亥角会長をはじめ、理事・役員の
皆様にご苦労様でしたと、心より感謝を申し上げます。

幹事報告 幹事　井上幸子君

①本日はクラブ協議会です。委員長による年間活動報
　告を実施。ＣＬＰ導入による新体制での１年間、大
　変ご苦労様でした。
②例会後、新旧委員会委員長、引継打合せ会議を開催。
③新入会員入会式を実施。柴崎恵子君おめでとうござ
　います。
④伊豆中央ＲＣ藤田弓子さんがゲストと共に来訪。創
　立10周年を迎えた劇団「いず夢」の座長として11周
　年目の記念すべき公演のＰＲにみえました。お時間
　のある方はお出かけ下さい。
　日時：７月11日(土)18：30　７月12日(日)13：30
　場所：アクシスかつらぎ　大ホール

“こんにちは、ようこそ”

河合孝彦さん（劇団「いず夢」）
勝亦　守君
（第３分区ガバナー補佐・沼津柿田川ＲＣ）
菊地勝男君（沼津柿田川ＲＣ）
藤田弓子君（伊豆中央ＲＣ）　　　　　　
　　　　　　　　　　　　－以上４名－

ゲスト
ビジター

ﾛ ｰ ﾀ ﾘ ｰ ｿ ﾝ ｸ ﾞ ｢それでこそロータリー」
指揮　前田房江君



クラブ協議会

Ｓ.Ａ.Ａ. 花房孝光君

本年度、当クラブ基本方針は「和気藹々」でありまし
た。
皆様のご協力により和やかに会が進行できましたこと、
感謝申し上げます。
そして、森崎、前田、佐々木３名の良きメンバーに恵
まれたことに、改めて感謝いたします。
今後の課題
１．時間厳守の徹底
２．料理数の把握方法
３．不測時の対応力強化
１年間どうもありがとうございました。

奉仕プロジェクト委員会 委員長　遠藤正幸君

亥角会長の掲げた長期計画に基づき社会奉仕部門を千
葉副委員長・職業奉仕部門を矢野さん・国際奉仕部門
を野田さんに担当して立案から実施まで担当していた
だきました。社会奉仕部門では、献血・見晴フェステ
ィバルの支援・富士山3776自然林復元大作戦を行いま
した。パスト会長から「かつてこれほど過酷な奉仕作
業をしたことがない」という指摘をいただきましたが、
会長からは、継続事業にしたいということもありまし
た。いかがなものでしょうか。
職業奉仕部門では、佐々木さんの富士ウェルネスセン
ターの見学をさせていただき、健康の大切さと、いか
に健康を保つかということを学んでまいりました。
国際奉仕部門では、姉妹クラブ・友好クラブの交流支
援を行い、苗栗東南ＲＣ創立10周年記念式典に出席と、
苗栗ＲＣ創立38周年記念式典に出席し、あらためて友
情の絆を深めてまいりました。また、苗栗の式典に合
わせて実施した交換研修事業にも協力させていただき
ました。

会員増強維持委員会 委員長　矢岸克行君

ロータリー情報・会員増強・会員選考・職業分類委員
会の４委員会がひとつの委員会になりました。
本年度４名の入会がありましたので、新会員の方に集
まっていただき、勉強会を行いました。

ロータリー財団米山委員会 委員長　諏訪部敏之君

ロータリー財団米山委員は、諏訪部敏之、原久一、土
屋時雄の３名で行いました。

（１）皆様にお願い致しました寄付についての報告
①米山記念奨学会事業への寄付は、一人当たり年間
10,000円を目標としましたが、結果は２６名の方から
の寄付が450,000円、加えて慣例による寄付、一人当
たり年間3,000円の合計が160,500円となり、寄付の総
合計は610,500円となりました。
②ロータリー財団寄付は目標を一人当たり年間100ド
ルとしましたが、結果は２７名の方から3,900ドル、
加えて慣例による寄付、一人当たり年間６ドルの合計
が321ドルとなり、寄付の総合計は4,221ドルとなりま
した。
上記に加えて新会員３名の方より、各13ドル、合計39
ドルを戴いております。
③ポリオ撲滅募金は、一人目標年間23ドルの依頼がき
ており、それを目標として郵便ポストを設置しました
が、現在約20,000円で目標には約9万円不足していま
す。　もし、財布に余裕がありましたら、お帰りにポ
ストへ入れて戴ければありがたく思います。
以上ご寄付に付きまして、皆様のご芳志に深く感謝を
申し上げます。

（２）米山委員会の活動についての報告
①２０年９月２１日の米山記念館秋季例祭に参加しま
した。
②２０年１０月１６日は米山月間に因んで、例会場を
米山記念館に変更して中国人留学生、杜震さんに卓話
をして戴きました。
③２１年４月よ２２年３月まで、米山奨学生の世話ク
ラブとして、朴俊範君のカウンセラーをすることにな
りました。４月～７月までが諏訪部、８月～１１月ま
でが原、１２月～３月までを矢岸が担当することにな
っております。
④２１年３月２６日に米山記念館春季大祭が行われ、
参加しました。

（３）ロータリー財団委員会の活動について
ロータリー財団月間の１１月６日にロータリー財団ア
ドバイザー曽根眞人氏を招いて財団に関する卓話を戴
きました。

（４）申し次ぎ事項
今期行われました、見晴らし学園への奉仕活動、富士
山麓の森林の手入れ作業につきましては、地区補助金
の対象になると思われます。　
申請日は次年度７月になる見込みですので、次年度の
原さん、矢岸さんは忘れずに申請して下さい。

以上、ロータリー財団米山委員会の報告を終わります。
ご協力有難うございました。



姉妹クラブ委員会 委員長　平野晴生君

当初の計画通り、すべて無事実施する事ができました。
皆様方にはご協力をいただきまして誠にありがとうご
ざいました。
〈実施した事業〉
08/12/12　中学生派遣の打ち合わせを兼ねて、苗栗東
南ＲＣの創立10周年式典に、会員10名・奥様１名の11
名で出席して、友好再締結の調印もして友好を深めま
した。
09/ 3/22　苗栗ＲＣ創立38周年式典に、会員10名・奥
様２名と事務局、13名と派遣中学生８名で出席して、
友好を深めました。
09/ 3/22～ 3/28　苗栗ＲＣとの中学生交換研修事業
で、三島市・清水町より８名の中学生（会員子弟２名
を含む）を派遣して研修を実施しました。詳しくは配
布済みの報告書の通りです。

（前期）１２月２５日
親睦委員会のメイン行事であるクリスマス家族例会は
例年のプログラムに加え、ソプラノ歌手と子供たちと
のコラボレーションで会場が和んだ楽しいパーティー
を催すことができました。
（後期）５月１７日
あいにくの雨の中の家族例会でした。航空ショーは残

クラブ管理運営委員会 委員長　遠藤真道君

ＣＬＰ初年度という事で出発時点では戸惑いましたが、
皆様の協力により１年間無事終了する事が出来ました。
出席につきましては、毎回90％以上の出席をいただき、
会員のまず例会に出席ということが浸透している事だ
と思います。平野年度のテーマが印象に残ります。
プログラムにつきましては、前期はスムーズに消化し
ていただきましたが、後期になりまして、例会会場や
例会時間の変更がたくさんありましたので、皆様には
大変ご迷惑をかけた事を、この席をおかりしましてお
詫び申し上げます。
亥角年度最大のテーマ、ホームページ立上げにつきま
しては、年度当初戸惑い、年度内に出発できるかと思
いましたが、皆様の協力と東洋印刷株式会社さんの最
大限の努力により、予定通り出発し、今日現在は一人
立ちでき、他のクラブに負けないホームページになっ
たと思い、満足しています。
１年間クラブ管理運営委員会にご支援、ご協力をたま
わりました事を感謝し、報告といたします。

クラブ広報委員会 委員長　勝間田信輔君

○会報の発刊については、担当者を月ごとに決め、止
　むなく欠席の場合は委員会内で協力し、全ての例会
　に対し発刊できました。卓話や委員会報告等で原稿
　を寄せて戴いた会員の皆様に感謝申し上げます。
○創立以来はじめて、ロータリーの友「くらぶ探訪」
　で５ページにわたり当クラブの記事が、2008年10月
　号に掲載され、全国へ紹介されました。
○クラブ運営委員会と連携をはかり、クラブのホーム
　ページ作成のためのプロジェクト委員会に参加し、
　無事立ち上げることが出来ました。
○会報の配布枚数の調査をし、現在の適正部数を把握
　し、５月７日号より部数の削減をはかり、年間予算
　を下げることに繋がりました。
○マスコミへの情報提供とし、奉仕プロジェクト主催
　の富士山3776自然林復元大作戦の活動内容を写真と
　共に提供しました。
○４月14日静岡新聞へ交換研修中学生の帰国報告が掲
　載されました。

親睦活動委員会 委員長　渡邉雅晃君

念ながら見ることが出来ませんでしたが、富士山静岡
空港の滑走路内を見学でき、貴重な体験をしました。
又、焼津さかなセンターでの買い物、と盛りだくさん
のメニューを盛り込んだお陰で、３８名の参加者を募
ることができました。
予算も順調に消化しており、増減なしの経常通りです
みました。委員、会員の皆様に感謝し、報告とします。

年間報告 会長　亥角裕巳君

皆様、一年間どうもありがとうございました。
クラブテーマに「和気藹々」を掲げスタートした本年
度はＣＬＰの初年度でもあり、皆様には大変なご協力
を頂きましたことに心より感謝申し上げます。
長期計画として、人・教育・環境・地域・情報をテー
マとし、具体的活動として、８月のイトーヨーカドー
前での献血事業、１０月の見晴学園奉仕事業、３月の
台湾苗栗への交換中学生派遣、４月には念願のホーム
ページ開設、そして５月には富士山の緑化事業と当初
予想していた以上の成果を上げることができました。
一つ一つの事業に委員長はじめ会員の皆様が一致協力
し、そのパワフルな活動には周囲からも驚きの目をも
って見られました。改めて三島西ＲＣの底力を実感し
た年度でした。
また、今年度は過去の活動、三島西ＲＣの特色が「ロ
ータリーの友」に大きく掲載され、全国のロータリア
ンに紹介されました。
　テーブル会も年４回行い、席替え等ＳＡＡに負担を
かけましたが、楽しく親睦が図れたと思います。
次年度も長期計画に基づき、事業が継続されることと
思いますが、ぜひ引き続きのご協力をお願いします。
一年間ありがとうございました。



和 気 藹 々

（週報担当：瀬川幸信）

柴崎君
森崎君、前田（房）君
諏訪部（照）君

おめでとう

会員誕生日
入会記念日
結婚記念日

◆田熊君、本日は、柴崎恵子さんの入会式おめでと
うございます。会員の皆様と親睦を深め、有意義
なロータリー生活を送ってください。
◆瀬川君、腰痛で半年間、苦しんでいましたが、ほぼ
完治しました。色んなところで色んな人にご迷惑
をおかけしました。腰を使う人も、腰を使わない
人も、注意しましょう。
◆米山君、14日、望月君の長男と柳田君の娘さんが
仏前結婚式を挙げ、親戚として出席しました。披
露宴はプラザで行われ、出席者の半分以上が坊さ
んで変わった雰囲気でした。
◆佐野君、諏訪部敏之さん、三島焼酎「チットラッツ」
有難うございます。お酒に弱い私は、飲み干すま
で1ヶ月かかります。
◆岩崎君、亥角会長はじめ、理事・役員の皆様、１年
間ご苦労様でした。

◆ゴルフ同好会、6月14日亥角年度最後のゴルフコ
ンペを、天城にっかつで開催しました。優勝ー矢
岸さん、準優勝ー野口さん、３位ー土屋さん、勝利
馬券は２－５、的中３名、多くの競馬ファンに感
謝します。
◆西本君、今日は次年度理事・役員会で早く来ました。
その分ではないんですが早退します。

◆千葉君、本日例会後に、次年度奉仕プロジェクト
委員会を開催しますので、お残り下さい。

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

「ポリオ撲滅貢献の殿堂」の50周年を記念して、世界
ポリオ撲滅計画の主要パートナーである国際ロータ
リー、世界保健機関、米国疾病対策センター、ユニセ
フが晴れて殿堂に迎え入れられました。
米国ジョージア州のルーズベルト・ウォームスプリ
ングス・リハビリセンター、ファウンダーズ・ホール
の外にある「ポリオ撲滅貢献の殿堂」には、殿堂入り
した各組織を称える大きなブロンズ製の楯が恒久的
に展示されています。楯には、現在も続くポリオ撲滅
活動への貢献が詳細に綴られています。
昨年11月に行われた式典には、ロータリーを代表して、
ロータリーの２億ドルのチャレンジ委員会の委員長
を務めるジョン・ジャーム管理委員が出席しました。

ロータリーがポリオ撲滅貢献の
「殿堂入り」を果たす

～新会員紹介～

柴崎恵子君
　　　生年月日　：昭和17年６月13日
　　　職業分類　：個人教授所
　　　自宅住所　：三島市萩３５４－１１
　　　　　　　　　ＴＥＬ　987－4450　
　　　　　　　　　ＦＡＸ　987－4450
　　　趣味　　　：書道
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